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消
費
税
が
四
月
一
日
よ
り

五
％
か
ら
八
％
に
増
税
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
一
部
ユ
ー
ザ
ー
と

の
間
で
円
滑
な
価
格
転
嫁
が
で

き
る
の
か
と
い
う
心
配
の
声
が

聴
か
れ
て
い
ま
す
が
、
印
刷
業

界
で
は
昨
年
末
に
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
傘
下
の
十
団
体
が
、 

 

  

      

公
正
取
引
委
員
会
に
消
費
税
の

転
嫁
及
び
表
示
の
方
法
の
決
定

に
係
る
共
同
行
為(

カ
ル
テ
ル)

の
実
施
届
出
書
を
提
出
し
、
受

理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
四
月
一
日
か

ら
は
消
費
税
は
価
格
に
八
％
転

嫁
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら 

 

 

 お
り
、
今
般
の
消
費
税
率
引
上

げ
に
当
た
り
、
中
小
事
業
者
を

中
心
に
、
消
費
税
の
価
格
へ
の

転
嫁
に
つ
い
て
懸
念
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

中
小
事
業
者
等
が
消
費
税
を
価

格
へ
転
嫁
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
消
費
税
の
転
嫁

拒
否
等
の
行
為
に
対
し
て
、
政

府
一
丸
と
な
っ
て
監
視
・
取
締

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

前

回

の

五

％

導

入

の

際

に

は
、
取
引
の
力
関
係
で
、
消
費

税
を
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
に
泣

き
寝
入
り
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、 

今
回
は
公
正
取
引
委
員
会
や
消

費
者
庁
な
ど
が
、
違
反
行
為
に

目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
の
で
、

問
題
が
生
じ
た
時
に
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
ん
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。 

  

消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行

為
と
し
て
、
消
費
税
転
嫁
対
策

特
別
措
置
法
で
禁
止
し
て
い
る

行
為
は
、
次
の
類
型
で
す
。 

❶
減
額
、
❷
買
い
た
た
き
、
❸

商
品
購
入
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

利
用
、
利
益
提
供
の
要
請
、
❹

本
体
価
格
で
の
交
渉
の
拒
否
、 

❺
報
復
行
為
で
す
。
具
体
的
に

は
、 

 

❶
減
額 

 

特
定
事
業
者
は
、
合
理
的
な

理
由
な
く
、
既
に
取
り
決
め
ら

れ
た
対
価
か
ら
、
事
後
的
に
減

じ
て
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
消

費
税
の
転
嫁
を
拒
否
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。 

〈
具
体
例
〉 

▶
対
価
か
ら
消
費
税
率
引
上
げ

分
の
全
部
又
は
一
部
を
減
じ
る

場
合 

▶
本
体
価
格
に
消
費
税
額
分
を

上
乗
せ
し
た
額
を
商
品
の
対
価

と
す
る
旨
契
約
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
対
価
を
支
払
う

際
に
、
消
費
税
率
引
上
げ
分
の

全
部
又
は
一
部
を
対
価
か
ら
減

じ
る
場
合 

▶
リ
ベ
ー
ト
を
増
額
す
る
又
は

新
た
に
提
供
す
る
よ
う
要
請
し
、

当
該
リ
ベ
ー
ト
と
し
て
消
費
税

率
引
上
げ
分
の
全
部
又
は
一
部

を
対
価
か
ら
減
じ
る
場
合 

 

❷
買
い
た
た
き 

 

特
定
事
業
者
は
、
合
理
的
な

理
由
な
く
、
通
常
支
払
わ
れ
る

対
価
に
比
べ
て
対
価
の
額
を
低

く
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費

税
の
転
嫁
を
拒
否
し
て
は
い
け
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四
月
一
日
よ
り
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際
し 

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
で 

こ
ん
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！ 



ま
せ
ん
。 

〈
具
体
例
〉 

▶
原
材
料
費
の
低
減
等
の
状
況

の
変
化
が
な
い
中
で
、
消
費
税

率
引
上
げ
前
の
対
価
に
消
費
税

率
引
上
げ
分
を
上
乗
せ
し
た
額

よ
り
も
低
い
対
価
を
定
め
る
場

合 ▶
安
売
り
セ
ー
ル
を
実
施
す
る

こ
と
を
理
由
に
、
大
量
発
注
な

ど
に
よ
る
特
定
供
給
事
業
者
の

コ
ス
ト
削
減
効
果
な
ど
の
合
理

的
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
取
引
先
に
対
し
て
値
引
き

を
要
求
し
、
消
費
税
率
引
上
げ

前
の
対
価
に
消
費
税
率
引
上
げ

分
を
上
乗
せ
し
た
額
よ
り
も
低

い
対
価
を
定
め
る
場
合 

▶
商
品
の
量
目
を
減
ら
し
、
対

価
を
消
費
税
率
引
上
げ
前
の
ま

ま
据
え
置
い
て
定
め
た
が
、
そ

の
対
価
の
額
が
量
目
を
減
ら
し

た
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効

果
を
反
映
し
た
額
よ
り
も
低
い

場
合 

 

注 
 

「
通
常
支
払
わ
れ
る
対

価
に
比
べ
て
対
価
の
額
を
低
く

定
め
る
こ
と
」
と
は
、
具
体
的

に
は
、
特
定
事
業
者
と
特
定
供

給
事
業
者
と
の
間
で
取
引
し
て 

い
る
商
品
又
は
役
務
（
サ
ー
ビ

ス
）
の
消
費
税
率
引
上
げ
前
の

対
価
に
消
費
税
率
引
上
げ
分
を

上
乗
せ
し
た
額
よ
り
も
低
く
定

め
る
こ
と
で
す
。 

 

❸
商
品
購
入
、
役
務
（
サ
ー

ビ
ス
）
利
用
、
利
益
提
供
の
要

請 

 

特
定
事
業
者
は
、
消
費
税
の

転
嫁
を
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、

特
定
事
業
者
の
指
定
す
る
商
品

を
購
入
さ
せ
た
り
、
役
務
（
サ

ー
ビ
ス
）
を
利
用
さ
せ
た
り
、

ま
た
、
経
済
上
の
利
益
を
提
供

さ
せ
る
行
為
を
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

〈
具
体
例
〉 

▶
消
費
税
率
引
上
げ
分
の
全
部

又
は
一
部
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

を
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、 

◦
取
引
先
に
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

の
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
、
自
社
の

宿
泊
施
設
の
利
用
等
を
要
請
す

る
場
合 

◦
本
体
価
格
の
引
下
げ
に
応
じ

な
か
っ
た
取
引
先
に
対
し
、
毎

年
定
期
的
に
一
定
金
額
分
購
入

し
て
き
た
商
品
の
購
入
金
額
を

増
や
す
よ
う
要
請
す
る
場
合 

◦
消
費
税
の
転
嫁
の
程
度
に
応

じ
て
、
取
引
先
ご
と
に
目
標
金

額
を
定
め
、
協
賛
金
を
要
請
す

る
場
合
◦
通
常
必
要
と
な
る
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
取

引
先
に
対
し
、
従
業
員
等
の
派

遣
又
は
増
員
を
要
請
す
る
場
合 

◦
取
引
先
に
対
し
、
取
引
の
受

発
注
に
係
る
シ
ス
テ
ム
変
更
に

要
す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部

の
負
担
を
要
請
す
る
場
合 

 

❹
本
体
価
格
で
の
交
渉
の
拒

否 

 

特
定
事
業
者
は
、
価
格
交
渉

を
行
う
際
、
特
定
供
給
事
業
者

か
ら
本
体
価
格
（
※
）
で
の
交

渉
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、

そ
の
申
出
を
拒
否
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

（
※
）
消
費
税
を
含
ま
な
い
価

格 〈
具
体
例
〉 

▶
本
体
価
格
で
の
交
渉
を
申
し

出
た
際
に
、
そ
れ
を
拒
否
す
る

場
合 

▶
特
定
供
給
事
業
者
が
本
体
価

格
と
消
費
税
額
を
別
々
に
記
載

し
た
見
積
書
等
を
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
税
込
価
格
で
の
見
積
書

等
を
再
提
出
さ
せ
る
場
合 

▶
税
込
価
格
し
か
記
載
で
き
な

い
見
積
書
等
の
様
式
を
定
め
、

そ
の
使
用
を
余
儀
な
く
さ
せ
る

場
合 

 

❺
報
復
行
為 

 

特
定
事
業
者
は
、
消
費
税
の

転
嫁
拒
否
等
の
行
為
が
あ
る
と

し
て
、
特
定
供
給
事
業
者
が
公

正
取
引
委
員
会
等
に
そ
の
事
実

を
知
ら
せ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
取
引
数
量
を
減
じ
た
り
、

取
引
を
停
止
し
た
り
、
不
利
益

な
取
扱
い
を
行
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

◆
消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー 

消

費

税

価

格

転

嫁

等

総

合

相
談
セ
ン
タ
ー
は
内
閣
府
が
設

置
し
て
い
る
政
府
共
通
の
相
談

窓
口
で
す
。 

転

嫁

拒

否

等

の

行

為

の

是

正
、
転
嫁
カ
ル
テ
ル
・
表
示
カ

ル
テ
ル
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先 

公
正
取
引
委
員
会
取
引
企
画
課 

 

0
3

－3
5

8
1
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4

7
1

（
代
表
） 

転

嫁

を

阻

害

す

る

表

示

の

是
正
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

消

費

者

庁

表

示

対

策

課 
 

 
 

 

0
3

－3
5

0
7

－8
8

0
0

（
代
表
） 

消

費

税

の

総

額

表

示

義

務

の
特
例
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先 

財
務
省
主
税
局
税
制
第
二

課 
 

0
3

－3
5

8
1

－4
1

1
1

（
代
表
） 

便
乗
値
上
げ
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先 

消
費
者
庁
消
費
生
活

情
報
課 
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3
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5

0
7

－9
1

9
6

 

● 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う

な
相
談
に
関
し
て
、
法
令
等
の

考
え
方
を
回
答
す
る
ほ
か
転
嫁

拒
否
な
ど
消
費
税
転
嫁
対
策
特

別
措
置
法
に
違
反
す
る
疑
い
の

あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
相
談

者
の
意
向
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー

か
ら
担
当
省
庁
へ
通
知
し
ま
す
。 

                                



 
イ
ン
キ
に
つ
い
て
の
講
習
会
開
催 

久
保
井
イ
ン
キ
と
Ｔ
＆
Ｋ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
講
師
に 

Ȣ
ɱ
ȫ
ǵ

ר
ȋ
ɧ
ɱ
ɕ
ǲ
ǫ
ǋ
ǭ 

   

技
術
・
環
境
対
策
委
員
会(

高

橋
邦
浩
委
員
長)

主
催
の
『
イ
ン

キ
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
』
が

二
月
二
十
七
日(

木)

午
後
六
時

よ
り
、
秋
葉
原
の
中
小
企
業
振

興
公
社
ビ
ル
の
会
議
室
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
日
ご
ろ
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
イ
ン
キ
に
つ

い
て
『
イ
ン
キ
の
事
、
も
っ
と

勉
強
し
ま
せ
ん
か
？
』
と
題
し

て
開
催
し
た
も
の
で
、
久
保
井

イ
ン
キ
㈱
と
㈱
Ｔ
＆
Ｋ 

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ａ
の
二
社
に
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
久
保
井
イ
ン
キ
営
業

部
課
長
の
碧
木
賢
伍
氏
が
、
久

保
井
イ
ン
キ
に
つ
い
て
、
酸
化

重
合
イ
ン
キ
に
つ
い
て
，
Ｕ
Ｖ 

硬
化
イ
ン
キ
に
つ
い
て
、
同
社

製
品
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
社
紹
介
に
つ
い
て
は
「
当

社
は
売
り
上
げ
・
利
益
の
追
求

か
ら
脱
却
し
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
そ
ん
な
価
値

あ
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
、 

「
顧
客
第
一
」
を
経
営
基
本
理

念
に
、「
世
界
一
の
イ
ン
キ
メ
ー

カ
ー
に
は
な
れ
な
く
て
も
、
世

界
一
き
れ
い
な
イ
ン
キ
工
場
を

目
指
し
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
用

イ
ン
キ
、
特
殊
イ
ン
キ
の
研
究

開
発
に
特
化
し
、
環
境
面
に
配

慮
し
た
工
場
で
あ
る
」
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印

刷
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
Ｕ
Ｖ

イ
ン
キ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特

徴
や
イ
ン
キ
の
種
類
、
硬
化
性

と
密
着
性
の
関
係
、
温
度
に
よ

る
適
正
変
化
に
つ
い
て
デ
ー
タ

を
示
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
の
種
類

や
補
助
剤
の
種
類
と
用
途
、
保

管
方
法
に
つ
い
て
も
説
明
し
、

最
後
に
同
社
の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
の

製
品
紹
介
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。 

 

続
い
て
Ｔ
＆
Ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

技
術
本
部
研
究
第
二
グ
ル
ー
プ

リ

ー

ダ

ー

の

伊

津

耕

一

氏

が

「
最
新
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
動
向
」
と

題
し
て
、
Ｕ
Ｖ 

イ
ン
キ
、
省
電

力
対
応
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
、
ラ
ベ
ル

用
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
，
Ｕ
Ｖ 

フ
レ
キ

ソ
イ
ン
キ
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。 

 

Ｕ
Ｖ
印
刷
が
伸
長
し
て
い
る

理
由
と
し
て
は
、
①
小
ロ
ッ
ト

印
刷
へ
の
対
応
力
②
パ
ウ
ダ
ー

レ
ス
③
棒
積
み
、
巻
取
り
④
後

加
工
の
イ
ン
ラ
イ
ン
化
、
イ
ン

キ
の
機
上
放
置
な
ど
の
作
業
簡

素
化
⑤
印
刷
物
の
耐
性(

耐
摩

耗
性
・
耐
ス
ク
ラ
ッ
チ
性
・
耐

熱
性
・
耐
油
性
な
ど)

に
優
れ
て

い
る
。
⑥
イ
ン
化
タ
ー
デ
ッ
キ

へ
の
照
射
機
導
入
に
よ
る
多
色

刷
り
の
１
パ
ス
化
な
ど
を
挙
げ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
一
般
イ
ン
キ
と
Ｕ
Ｖ

イ
ン
キ
の
組
成
比
率
や
，
Ｕ
Ｖ

硬
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ

い
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
省
電
力
Ｕ
Ｖ
シ
ス
テ

ム

に

つ

い

て

も

説

明

し

、

L
E
D
-
U
V

ラ
ン
プ
に
よ
り
イ
ン

キ
を
硬
化
さ
せ
る
①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ

Ｖ
―
シ
ス
テ
ム
、
オ
ゾ
ン
レ
ス

Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
（
１
灯
ま
た
は
２

灯
）
に
よ
り
イ
ン
キ
を
硬
化
さ

せ
る
②
省
電
力
型
Ｕ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
、
既
存
の
高
出
力
ラ
ン
プ
で

減
灯
や
出
力
を
抑
え
て
イ
ン
キ

を
硬
化
さ
せ
る
③
既
存
Ｕ
Ｖ
印

刷
機
に
よ
る
省
電
力
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
質
疑
応
答
に
移
り
、

出
席
者
か
ら
イ
ン
キ
の
補
助
剤

の
使
用
方
法
や
、
イ
ン
キ
の
保

管
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
、
二
社
の
担
当
者
が
懇

切
丁
寧
に
回
答
し
、
午
後
八
時

前
に
セ
ミ
ナ
ー
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。 

 

 

         

                         
 



 
 

  
 

   
 日

本
印
刷
産
業
連
合
会
で
は
、

印
刷
産
業
界
に
お
け
る
各
企
業

の
環
境
問
題
に
対
す
る
取
組
み

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
印
刷

工
場
の
環
境
改
善
及
び
印
刷
企

業
に
対
す
る
社
会
の 

一
層
の

支
持･

理
解
を
獲
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
の

表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。  

平
成
二
十
六
年
度
第
十
三
回
環

境
表
彰
制
度
は
、
前
回
と
同
様

に
第
一
次
審
査
と
第
二
次
審
査

に
分
け
て
行
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、

環
境
負
荷
が
高
い
業
種
、
企
業

規
模
の
小
さ
い
工
場
、
設
立
後

の
年
数
が
経
っ
て
い
る
工
場
等

が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
環

境
配
慮
に
努
力
し
て
い
る
点
を

評
価
し
ま
す
。 

 

 

第
一
審
査
は
応
募
し
や
す
い

内
容
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。 

 

■
表
彰
の
種
類 

①
経
済
産
業
大
臣
賞 

 

      

②
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策 

局
長
賞 

 

③
一
般
社
団
法
人
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
会
長
賞 

 

④
一
般
社
団
法
人
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
奨
励
賞 

 
 

 

※
上
記
賞
以
外
に
表
彰
に
値

す
る
工
場
に
は
特
別
賞
を
授
与

す
る ■

応
募
資
格 

①
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
の
会

員
で
あ
る
一
〇
団
体
傘
下
の
会

員
企
業
の
工
場
で
あ
る
こ
と 

 

②
平
成
二
六
年
三
月
一
日
現
在

に
お
い
て
、
工
場
稼
働
後

3

年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と 

 

③
最
近

5

ヵ
年
以
内
に
環
境
法

令
等
に
基
づ
き
操
業
停
止
等
の

行
政
に
よ
る
処
分
を
受
け
て
い

な
い
こ
と 

 

④
第
二
次
審
査
へ
の
応
募
は
一

企
業
一
工
場
に
限
る 

■
問
合
せ
先 

 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会 

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
l
.
g
r
.
j
p
/
 

 

            

  

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
㈱(

栗
原
敦

社
長)

は
、
四
月
一
日
付
で
東
京

工
場(

東
京
都
足
立
区
梅
島)

と

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
羽
生
㈱(

埼
玉

県
羽
生
市
東)

を
統
合
し
、
関
東

地
区
の
生
産
拠
点
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
三
月
か
ら
東
京
工
場
は
改
装

工
事
を
行
い
、
四
月
か
ら
シ
ー

レ
ッ
ク
ス
東
京
㈱
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
三
月
で
生
産
を
終

了
す
る
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
羽
生
㈱

の
業
務
を
継
承
し
ま
す
。 

 

同
社
は
昨
年
一
月
に
東
北
工

場(

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町)
に

増
築
棟
を
建
設
、
そ
し
て
本
年

九
月
に
は
兵
庫
工
場(

兵
庫
県

朝
来
市
和
田
山
町)

に
第
三
工

場
を
建
設
し
、
生
産
拠
点
の
拡

充
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
東
京
工
場
と
シ
ー
レ

ッ
ク
ス
羽
生
㈱
の
統
合
に
よ
り
、

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
大
阪
㈱
と
合
わ

せ
、
国
内
四
か
所
の
生
産
体
制

が
確
立
し
、
多
様
化
す
る
ユ
ー

ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
確
実
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

 

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
東
京
㈱
の
新

住
所
と
電
話
は
左
記
の
通
り
。 

 

新
住
所
・
東
京
都
足
立
区
梅

島
一
の
二
十
七
の
二
〇 

 

電
話
・
〇
三-

三
八
四
八-

三

一
三
一 

(

四
月
一
日
よ
り)
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日
印
産
連
・
第
十
三
回
環
境
優
良
工
場 

₃

─

╡

╢

 

第
一
次
審
査
は
応
募
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す 

 

 

http://www.seal.gr.jp/


■
脾
臓
の
役
割 

 
体
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
臓

器
は
そ
れ
ぞ
れ
が
多
く
の
こ
と

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

脾
臓
（
ひ
ぞ
う
）
と
い
う
臓
器

に
つ
い
て
は
、
名
前
は
知
っ
て

い
て
も
実
際
ど
ん
な
役
目
を
し

て
い
る
の
か
、
意
外
と
知
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

                 

ま
ず
、
脾
臓
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
脾
臓

は
た
く
さ
ん
の
血
液
を
貯
え
ら

れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
大
き
さ
が
変
化
し

ま
す
。
脾
臓
は
左
上
腹
部
、
胃

の
外
側
か
ら
裏
側
に
あ
り
ま
す
。

重
さ
は

1
2

0

グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で

す
。 

 

■
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る

の
？ 

 

 

脾
臓
の
主
な
働
き
は
、
老
化

し
た
赤
血
球
を
破
壊
し
、
除
去

す
る
こ
と
で
す
。
健
康
な
赤
血

球
は
脾
臓
内
の
網
目
構
造
を
す

り
抜
け
ま
す
が
、
老
化
あ
る
い

は
変
形
し
た
異
常
赤
血
球
は
脾

臓
内
に
引
っ
掛
か
り
、
破
壊
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
脾
臓
は
血
小

板
の
貯
蔵
庫
と
し
て
の
働
き
も

あ
り
ま
す
。
通
常
、
脾
臓
は
全

血
小
板
数
の
約
３
分
の
一
を
貯

蔵
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

こ
れ
を
放
出
し
ま
す
。
ま
た
、

脾
臓
内
に
は
リ
ン
パ
球
が
沢
山

あ
り
、
体
内
で
最
大
の
リ
ン
パ

器
官
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
免
疫
機
能
と
も
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
脾
臓
の
病
気
と
は 

脾

臓

自

体

の

病

気

は

そ

ん

な
に
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
脾
臓
を
摘
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の
病
気

が
改
善
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
に
、
特
発
性
血

小
板
減
少
性
紫
斑
病
や
遺
伝
性

球
状
赤
血
球
症
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。 

◆
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫

斑
病 明

ら
か
な
基
礎
疾
患
・
原
因

薬
剤
の
関
与
な
し
に
発
症
し
、

血

小

板

数

が

減

少

す

る

た

め

種
々
の
出
血
症
状
を
ひ
き
起
こ

す
病
気
で
す
。
自
分
の
血
小
板

に
対
す
る
抗
体
（
自
己
抗
体
）

が
で
き
、
そ
の
結
果
、
血
小
板

が
脾
臓
で
破
壊
さ
れ
、
血
小
板

数
が
減
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
自
己
抗
体

が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特

定
の
遺
伝
子
が
関
係
し
て
い
る

と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

わ
が
国
で
は
毎
年
約
二
〇
〇
名

前
後
の
発
症
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
人
口
一
〇
〇
万
人
当
た
り

1
1

.6

人
が
発
症
す
る
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
発
病
か
ら
六
ヶ
月

以
内
に
治
癒
す
る
「
急
性
型
」

は
小
児
に
多
く
、
六
ヶ
月
以
上

遷
延
す
る
「
慢
性
型
」
は
成
人

に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
症

状
は
、
血
小
板
減
少
に
よ
る
出

血
傾
向
で
発
症
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
、
皮
膚
の
出
血
斑
や

歯
肉
か
ら
の
出
血
、
鼻
血 

、
血

尿
、
血
便
、
月
経
過
多
な
ど
様
々

で
す
。
重
症
で
は
脳
出
血
で
発

症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

治
療
法
と
し
て
は
、
第
一
に
副

腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
が
使
わ
れ

ま
す
が
、
無
効
な
場
合
に
は
手

術
で
脾
臓
を
摘
出
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
（
脾
臓
摘
出
術
）
。
そ

れ
で
も
無
効
の
時
に
は
免
疫
抑

制
剤
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ガ
ン
マ
・
グ
ロ
ブ

リ
ン
を
使
っ
た
治
療
も
、
一
過

性
の
効
果
し
か
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
有
効
率
は
高
い

の
で
、
手
術
の
前
や
緊
急
時
な

ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

 

◆
遺
伝
性
球
状
赤
血
球
症 

遺

伝

子

の

欠

陥

に

よ

っ

て

赤
血
球
の
膜
に
異
常
が
起
こ
り
、

本
来
の
赤
血
球
の
形
（
円
盤
様

構
造
）
が
失
わ
れ
て 

球
状
を
呈

す
る
病
気
で
す
。
こ
の
変
形
し

た
赤
血
球
は
非
常
に
脆
弱
で
、

脾
臓
で
容
易
に
破
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
様
々

な
程
度
の
貧
血
を
呈
し
ま
す
。

重
篤
な
場
合
に
は
幼
児
期
に
現

れ
、
軽
微
な
ケ
ー
ス
で
は
成
人

に
な
る
ま
で
気
付
か
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
脾
臓
が
正
常

よ
り
も
大
き
く
な
る
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
脾
腫
）
。 

《
引
用
資
料
》 
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萩
原
工
業
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業(
岡
山
県
倉
敷
市
水

島
中
通
一
の
四 

☎
〇
八
六
‐

四
四
〇
‐
〇
八
五
〇)
で
は
、
こ

の
度
、
従
来
よ
り
製
造
し
て
い

る
軟
包
材
分
野
、
光
学
フ
ィ
ル

ム
分
野
向
け
の
ス
リ
ッ
タ
ー
、

リ
ワ
イ
ン
ダ
ー
に
加
え
、
新
た

に
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
分
野
向

け
の
セ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ス
リ 

ッ
タ
ー
「
Ｈ
Ｄ
Ｔ
‐
２
０
３
‐ 

  

             
 

 

    

  

 

３
０
０
（
２
軸
タ
ー
レ
ッ
ト
仕

様
）
／
Ｈ
Ｓ
Ｆ
‐
９
０
３
‐
３

０
０
（
１
軸
仕
様
）
」
を
開
発
し

ま
し
た
。 

「
高
精
度
で
使
い
易
く
、
誰
で

も
安
定
生
産
が
行
え
る
加
工
機
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
全
長:

２
１
５
０
㍉
（
２
軸
タ
ー
レ
ッ

ト
仕
様
）
１
８
７
０
㍉
（
１
軸

仕
様
）
、
全
高:

１
４
５
０
㍉
、

全
幅:

１
３
０
０
㍉
の
コ
ン
パ 

                   

   

ク
ト
サ
イ
ズ
で
各
種
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

《
特
長
》 

①

２

軸

タ

ー

レ

ッ

ト

仕

様

は
巻
取
中
に
待
機
軸
で
製
品
の

取
出
し
、
紙
管
の
セ
ッ
ト
が
行

え
る
の
で
、
機
械
の
停
止
時
間

が
削
減
で
き
ま
す
。 

②

Ｅ

Ｐ

Ｃ

装

置

は

巻

出

部

ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ラ
イ
ド
方
式
を

採
用
。
高
精
度
な
蛇
行
修
正
が

可
能
で
す
。 

③

ス

リ

ッ

ト

の

前

後

に

ニ

ッ
プ
機
構
を
配
置
。
基
材
の
バ

タ
つ
き
を
抑
え
て
安
定
し
た
ス

リ
ッ
ト
精
度
を
実
現
し
ま
し
た
。 

④

下

刃

は

詰

込

み

式

を

採

用
。
ス
リ
ッ
ト
幅
設
定
が
確
実

に
行
え
ま
す
。 

 

⑤
巻
取
軸
は
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
を
採
用
。
細
か
な
張

力
制
御
や
テ
ー
パ
ー
設
定
が
行

え
ま
す
。 

⑥
「
枚
数
＆
長
さ
カ
ウ
ン
タ

ー
」
を
搭
載
。
こ
れ
に
枚
数
と

長
さ
の
比
較
検
証
機
能
を
併
用

す
る
こ
と
で
、
異
常
の
検
知
が

で
き
て
よ
り
安
心
で
す
。 

 

⑦
端
末
の
自
動
カ
ッ
ト
機
構 

 

   

を
標
準
装
備
。
設
定
し
た
長
さ
、 

ま
た
は
枚
数
で
正
確
に
自
動
で 

カ
ッ
ト
し
ま
す
。 

⑧

大

型

液

晶

タ

ッ

チ

パ

ネ

ル
を
採
用
。
運
転
条
件
が
見
易

く
、
入
力
も
簡
単
で
す
。
ま
た
、 

運
転
条
件
を
最
大
１
０
０
件
ま

で
記
憶
す
る
メ
モ
リ
ー
機
能
に

よ
り
２
回
目
以
降
の
作
業
設
定

が
容
易
で
す
。 

《
標
準
仕
様
》 

基
材
幅
：
２
７
０
㍉ 

最
大
巻
出
径: φ

８
０
０
㍉ 

最
大
巻
取
径: φ

３
０
０
㍉ 

最
小
ス
リ
ッ
ト
幅:

２
０
㍉ 

最
大
速
度:

毎
分
２
０
０
㍍ 

こ
の
ほ
か
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
も

ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
ɧɗɩ ȷɨɁȽɶ 

ȽɶɪɁɆ˿ ǯ ˿ ș  

高精度で使いやく安定生産可能 

 

 

【２軸ターレット仕様】  

 

 

第
一
三
四
回
「
萩
原
工
業
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
」 


